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【背景・目的】 

One Carbon Metabolism (OCM）は、葉酸・メチオニン・コリン代謝経路より構成され、ト

ランススルフレーション経路にも関連している。OCM は、エピゲノムを修飾するメチル基

を供与するので、児の成長発育に影響する可能性がある。本研究では母体血中 OCM 関連物

質と児の体格との関連を検討した。 

【対象・方法】 

母児 121 組を対象とし、妊娠前期・後期・分娩時の母体血と臍帯血で、OCM 関連物質 17

種〔＜葉酸サイクル＞：未代謝葉酸（UMFA）、5-メチルテトラヒドロキシ葉酸（5-MTHF）、

リボフラビン、ピリドキシン、ピリドキサミン、セリン、グリシン、＜メチオニンサイクル

＞：ホモシステイン、メチオニン、S-アデノシルメチオニン (SAM) 、S-アデノシルホモシ

ステイン (SAH) 、＜コリン代謝経路＞：コリン、ベタイン、ジメチルグリシン (DMG)、

＜トランススルフレーション経路＞：シスタチオニン、システイン、タウリン〕を、LC-

MS/MS で測定した。児の出生時と 1 か月時の体格の情報を質問票より入手した。関連はス

ピアマンの順位相関係数を用いて分析した。 

【結果】 

妊娠初期母体血タウリン濃度は児の出生体重、胸囲、胎盤重量、産後 1 か月時の身長、体

重、頭囲、胸囲とそれぞれ正の相関（ρ=0.34、ρ=0.29、ρ=0.26、ρ=0.21、ρ=0.41、ρ=0.22、

ρ=0.25）を示し、妊娠後期母体血の SAM/SAH 比と出生体重、頭囲、1 か月時の身長、体

重、頭囲、胸囲とそれぞれ正の相関（ρ=0.21、ρ=0.18、ρ=0.22、ρ=0.21、ρ=0.20、ρ=0.23）

を示した。妊娠初期母体血 UMFA 濃度は出生体重、胎盤重量とそれぞれ負の相関（ρ=-0.21、

ρ=-0.19）、妊娠後期母体血 UMFA 濃度は出生時頭囲、胎盤重量、1 か月時頭囲とそれぞれ

負の相関（ρ=-0.25、ρ=-0.20、ρ=-0.21）を示した。 

【結論】 

妊娠初期母体血のタウリン濃度、妊娠後期母体血の SAM/SAH 比、妊娠初期・後期母体血

FA 濃度は、児の出生時および産後 1 か月時の体格を規定する可能性が示唆された。 


